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拙
著
「
脱
『
日
本
版
P
F
I
』
の
ス
ス
メ　

令
和
編
〜

急
が
れ
る
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
〜
」（
発
行
＝
日

刊
建
設
工
業
新
聞
社
、
発
売
＝
東
洋
出
版
）
の
解
説
を
連

載
中
で
あ
る
。
第
1
回
（
1
月
5
日
号
）
で
は
、
公
共
施

設
の
整
備
と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
サ
ー

ビ
ス
調
達
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
第
2
回
（
2
月

6
日
号
）
で
は
、
施
設
調
達
と
サ
ー
ビ
ス
調
達
の
違
い
が

ど
の
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
る
の
か
を
説
明
し
た
。
第
3

回
（
3
月
6
日
号
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
の
核
と
な
る

「
A
a
S
（As a Service

）」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

今
回
は
現
在
、
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
「
指
標
連
動
支

払
い
」
に
つ
い
て
解
説
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

2
0
2
2
年
5
月
に
「
指
標
連
動
方
式
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
」（
以
下
「
本
考
え
方
」）
が
、
内
閣
府
の
民
間

資
金
等
活
用
事
業
推
進
室
よ
り
公
表
さ
れ
、
そ
の
説
明
会

が
地
方
自
治
体
向
け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
23
年
2
月
10
日
に

開
催
さ
れ
た
（
注
1
）。
参
加
資
格
は
自
治
体
職
員
に
限

ら
れ
た
が
、「
本
考
え
方
」
の
中
に
も
記
載
が
あ
る
よ
う

に
、
民
間
事
業
者
の
意
見
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
説

明
会
は
民
間
事
業
者
も
含
め
た
幅
広
い
対
象
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

　

国
は
自
治
体
に
お
け
る
新
た
な
P
P
P
・
P
F
I
活
用

モ
デ
ル
形
成
施
策
と
し
て
、
指
標
連
動
方
式
の
導
入
を
推

進
し
て
い
る
。「
本
考
え
方
」
は
同
方
式
を
巡
る
論
点
整

理
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
や
実
務
の
蓄
積
を
踏
ま
え
る
と

い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
議
論
を
深
め
る
た
め
、
本
連
載
で
解
説
し
て
き

た
I
H
I
P
特
性
（
注
2
）
を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
A
a
S
の
観
点
か
ら
、「
本
考
え
方
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
論
点
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。
前
提
や
定
義
が

異
な
る
た
め
、
日
本
の
施
設
調
達
型
P
F
I
に
基
づ
い
た

「
本
考
え
方
」
の
内
容
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
英
国
で
導
入
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
に
基

づ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1
．内
閣
府
が
示
し
た「
基
本
的
考
え
方
」

　

指
標
連
動
方
式
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
達
成
度

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
に
応
じ
て
支
払
い
が
行
わ
れ
る
仕

組
み
で
あ
り
、
モ
ノ
の
取
得
費
用
に
は
適
用
で
き
な
い
。

　

第
2
回
の
表
2
で
示
し
た
よ
う
に
、
国
内
で
実
施
さ
れ

て
い
る
施
設
調
達
型
P
F
I
で
は
施
設
整
備
が
目
的
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
対
価
に
は
「
サ
ー
ビ
ス
料

金
」
だ
け
で
な
く
、「
モ
ノ
の
取
得
費
用
で
あ
る
建
設
工

事
費
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
「
本
考
え
方
」
の
中
に
は
、
本
連
載
で
説
明

し
て
き
た
「
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
に
お
け
る
指
標
連

動
方
式
の
考
え
方
」
と
、「
国
内
の
施
設
調
達
型
P
F
I

に
お
け
る
実
態
を
踏
ま
え
た
指
標
連
動
方
式
の
考
え
方
」

の
二
つ
が
混
在
し
て
い
る
。

　

表
1
は
「
本
考
え
方
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「（
2
）

指
標
連
動
方
式
の
特
徴
」（
2
〜
3
㌻
）
の
各
項
目
に
参

照
番
号
を
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
本
考
え
方
」
に
お
い

て
、
前
述
し
た
二
つ
の
考
え
方
が
ど
の
よ
う
に
混
在
し
て

い
る
の
か
を
見
て
い
こ
う
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン

グ
（
批
判
的
思
考
）
の
観
点
で
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
1
」
は
指
標
連
動
方
式
の
一
般
的
な
説
明
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
対
し
て
の
み
活
用
で
き
る
指
標

で
あ
る
。
従
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
中
に
施
設
調
達
型

P
F
I
の
よ
う
に
確
定
し
た
モ
ノ
の
取
得
費
用
を
含
む
場

熊
谷
弘
志

オ
フ
ィ
ス
・
ク
マ
ガ
エ
代
表

ク
ラ
ウ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

P
P
P
事
業
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
指
標
連
動
方
式
」を
巡
る
考
察

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
指
標
は
、モ
ノ
に
は
適
用
で
き
な
い

連

載

令
和
時
代
の
P
F
I
活
用
術
講
座 

④
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合
、
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
す
べ
て
を
指
標

連
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、

こ
れ
は
特
徴
と
し
て
成
立
し
な
い
。

　

「
2
」
は
性
能
規
定
に
基
づ
い
て
指

標
を
決
め
る
と
し
て
い
る
が
、
形
の
あ

る
モ
ノ
の
性
能
規
定
に
基
づ
い
た
指
標

は
、
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
指

標
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
に

続
く
「
管
理
者
等
は
…
…
」
の
文
脈
が

ロ
ジ
カ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

指
標
連
動
方
式
に
お
い
て
は
、
管
理

者
が
要
求
す
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
設

定
す
る
。
そ
し
て
施
設
の
性
能
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
充

足
す
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
に
委
ね
ら
れ
る
。
だ
か

ら
、
先
に
性
能
を
決
め
て
は
い
け
な
い

の
で
あ
る
。

　

「
3
」
は
第
2
回
で
説
明
し
た
よ
う

に
、
性
能
規
定
は
仕
様
規
定
が
予
想
し

て
い
な
い
材
料
や
工
法
を
認
め
る
た
め

の
施
設
整
備
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
規
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
業
務
指
標
に
な
り
得
ず
、
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の

向
上
を
促
す
要
素
に
は
な
ら
な
い
。
以

下
、
こ
の
観
点
か
ら
各
小
項
目
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

「
a
」
の
特
徴
は
成
立
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
も
同

様
に
、
形
の
あ
る
モ
ノ
と
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
混
在
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
共
通

し
た
指
標
で
連
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

「
b
」
は
そ
の
通
り
で
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
指
標
を
設

定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
客
観
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
可
能

な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
c
」
に
挙
げ
ら
れ
た
、
指
標
に
よ
る
収
益
性
向
上
は

特
徴
と
し
て
必
須
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
収
益
要
素
と

な
る
①
P
F
I
対
象
施
設
に
併
設
し
て
民
間
事
業
の
実
施

を
認
め
る
②
支
払
い
に
従
量
料
金
制
度
を
適
用
し
、
利
用

量
が
増
え
た
場
合
に
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
ル
ー
ル
を
適

用
す
る
─
─
と
い
っ
た
要
素
は
任
意
で
あ
り
、
性
能
規
定

と
は
直
接
的
な
関
連
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

「
d
」
に
挙
げ
ら
れ
た
指
標
間
の
重
み
付
け
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
変
動
す
る
社
会
へ
の
影
響
度
合
い
に
、

直
接
的
に
関
係
さ
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
た
だ
し
、

①
施
設
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
生
じ
る
影
響
②
管

理
者
が
考
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
─
─
を
民
間
事
業
者

に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
重
み
付
け
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
つ
な
が
る
要

素
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

「
e
」
に
挙
げ
ら
れ
た
、
指
標
を
モ
ノ
の
性
能
規
定
に

基
づ
か
せ
る
こ
と
は
、
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
指
標
と
の

連
動
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
創
意
工
夫
を
促
す
要
素
を
持
た
せ

る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
規
定
し
、
そ
れ
さ
え
達

成
で
き
れ
ば
手
法
は
問
わ
な
い
と
い
う
「
2
」
の
考
え
方

を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

表1　指標連動方式の特徴

1．指標連動方式とは、管理者等が民間事業者の提供するサービスに対して対価を支払う契約等（PFI事業に
おける事業契約、包括的民間委託契約等を含む。）のうち、管理者等が求めるサービス水準に関する指標
を設定し、サービス対価等の一部又は全部が、当該指標の達成状況に応じて決まる方式である。

2．指標連動方式においては、契約における性能規定を基に指標が設定される。管理者等は提供されるべき
公共サービスの水準を関係者と協議して指標として設定し、その指標を充足させるための手法については
民間事業者の創意工夫に委ねられる。

3．指標連動方式は、質の高い公共サービスの実施を目的とするもので、性能規定を指標に反映することに
よって民間事業者の創意工夫による業務の効率化やサービス水準の向上を促すとともに、適正かつ確実な
サービスの提供を確保するものであり、以下の特徴がある。

　a）性能規定である業務要求水準、業務要求水準に係る具体的な指標（以下「指標」という。）、サービ
ス対価の支払メカニズム及びモニタリングルールが一体となり、相互に連動して運用される。

　b）指標については、業務要求水準を具体化したもので、客観的にモニタリング可能なものが設定される。
　c）指標は性能規定を基に設定されるものであり、指標達成に向けた手法は民間事業者の創意工夫に委ねら

れることから、創意工夫次第で、民間事業者は収益性を向上させることができる。
　d）管理者等の求める業務要求水準の重要性や民間事業者に対するインセンティブ、社会への影響度合い等

に基づき、指標間の重み付けが設定される。
　e）指標と連動し、民間事業者の創意工夫を促すと共に適正かつ確実なサービスの提供の確保を促すサービ

ス対価の変動ルール（支払メカニズム）が設定される。
　f）指標の測定主体や測定方法等に関してモニタリングルールが設定される。

出典：内閣府民間資金等活用事業推進室「指標連動方式に関する基本的考え方」（2022年5月）より筆者作成
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「
f
」
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ル
ー
ル
は
必
要
で
あ
る
が
、

測
定
主
体
は
決
め
ら
れ
て
も
、
測
定
方
法
は
決
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
測
定
方
法
は
提
案
内
容
に
応
じ

て
異
な
る
た
め
、
事
業
者
提
案
に
任
せ
つ
つ
、
そ
れ
を
管

理
者
が
承
認
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
整
合
性
が
取
れ
な
く
な
る
理
由
は
、

P
F
I
で
施
設
整
備
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
内
容
と
し
て
含
ま
れ
る
形

あ
る
モ
ノ
は
、
性
能
規
定
で
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
の
整
備
完

了
に
よ
っ
て
完
結
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
は
モ
ノ
の

整
備
完
了
後
に
開
始
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
指
標
と
連
動
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

2
．タ
イ
プ
の
異
な
る
調
達

　

表
2
は
、
調
達
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
契
約
形
態
、
債
務

確
定
時
期
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
区
分
、
所
有
者
が

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
で
は
、
建
設
費
の

支
払
い
は
行
わ
ず
、
維
持
管
理
費
、
運
営
費
お
よ
び
施
設

利
用
料
な
ど
を
す
べ
て
サ
ー
ビ
ス
料
金
と
し
て
支
払
う
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
I
H
I
P
特
性
を
持
っ
た
形

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

施
設
調
達
型
P
F
I
に
は
B
T
O
方
式
と
B
O
T
方
式

が
あ
る
。
後
者
は
名
目
上
で
は
あ
る
が
、
所
有
権
が
民
間

事
業
者
に
あ
る
。
た
だ
し
、
両
方
式
で
活
用
さ
れ
る
仕
様

書
の
構
成
そ
の
も
の
に
違
い
は
な
く
、
施
設
整
備
お
よ
び

維
持
管
理
業
務
の
要
求
水
準
書
と
運
営
の
要
求
水
準
書
に

分
け
て
、
管
理
者
の
要
求
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
施
設
整

備
お
よ
び
維
持
管
理
業
務
の
要
求
水
準
書
は
、
性
能
規
定

で
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

両
方
式
の
違
い
で
あ
る
「
名
目
上
の
所
有
権
が
民
間
に

あ
る
か
否
か
」
は
、
実
質
的
な
事
業
運
営
に
影
響
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
。

3
．サ
ー
ビ
ス
対
価
の
変
動

　

B
T
O
方
式
と
B
O
T
方
式
は
名
目
上
の
所
有
者
が
違

う
だ
け
で
、
実
質
的
な
所
有
権
は
管
理
者
に
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、「
本
考
え
方
」
が
示
す
「
②

施
設
の
建
設
費
用
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
変
動
」

（
13
㌻
）
に
関
す
る
説
明
を
見
て
み
よ
う
。

（
1
）
B
T
O
の
建
設
費
は

　
　
　
　
　
　
　
指
標
連
動
に
適
さ
な
い

　

「（
a
）」
は
「
管
理
者
等
は
、
B
T
O
方
式
で
施
設
の

所
有
権
が
管
理
者
等
へ
移
転
し
た
後
の
施
設
の
建
設
費
用

に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
対
価
は
、
本
来
運
営
等
に
係
わ
る

サ
ー
ビ
ス
対
価
と
は
別
個
の
確
定
し
た
債
務
と
し
て
捉
え

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
P
F
I
事

業
の
目
的
が
施
設
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
対

価
に
含
ま
れ
る
建
設
費
用
は
、
確
定
債
務
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
B
O
T
の
建
設
費
は

　
　
　
　
　
指
標
連
動
に
適
し
て
い
る
の
か
？

　

一
方
で
「（
b
）」
は
、「
B
O
T
方
式
等
で
施
設
の
維

持
管
理
・
運
営
段
階
に
お
い
て
民
間
事
業
者
が
施
設
の
所

有
権
を
有
す

る
場
合
で
、

管
理
者
等
が

民
間
事
業
者

の
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に

対
し
て
サ
ー

ビ
ス
対
価
を

支
払
う
場
合

に
は
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
維

持
へ
の
強
い

動
機
付
け
を

図
る
た
め
、

維
持
管
理
・

運
営
段
階
に

お
け
る
指
標

と
建
設
費
用

も
含
め
た
サ

ー
ビ
ス
対
価

全
体
を
連
動

さ
せ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ

る
」
と
す
る
。

　

し
か
し
、

こ
れ
に
は
無

理
が
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら

表2　調達のタイプに応じた各種要素の比較表

出典：筆者作成
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B
O
T
方
式
の
場
合
、
名
目
上
の
所
有
権
が
民
間
事
業
者

に
あ
る
と
し
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
一
部
は
施
設
整
備

費
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
て
お
り
、
管
理
者
側
の
財
務
諸
表

で
リ
ー
ス
資
産
、
リ
ー
ス
債
務
と
し
て
資
産
管
理
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
実
質
的
な
資
産
の
所
有
権
は

管
理
者
に
あ
り
、
確
定
債
務
と
な
っ
て
い
る
。
所
有
権
は

実
質
的
な
も
の
で
な
い
た
め
、
確
定
債
務
を
指
標
連
動
に

す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
だ
。

　

た
だ
し
書
き
と
し
て
「
民
間
事
業
者
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
に
伴
う
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
上
昇
に
よ
る

V
F
M
の
低
下
や
、
資
金
調
達
が
困
難
に
な
る
こ
と
等
か

ら
民
間
事
業
者
の
参
画
意
欲
の
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ

る
点
に
つ
い
て
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
場
合
で
も
、
事
業
の
性
格
に
応
じ
、
減
額
幅
を
一
定

の
限
度
に
留
め
る
等
の
条
件
を
付
す
こ
と
を
併
せ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
全
く
別
の
話

で
あ
り
、
施
設
整
備
費
を
指
標
連
動
さ
せ
て
も
よ
い
と
誤

解
さ
せ
か
ね
な
い
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

4
．サ
ー
ビ
ス
対
価
減
額
の
例

　

現
状
の
P
F
I
案
件
に
お
い
て
、
確
定
し
た
債
務
か
ら

減
額
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
B
O
T
方
式
の
例

（
以
下
「
本
事
例
」）
と
し
て
、
美み

ね祢
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
（
山
口
県
美
祢
市
）
が
あ
る
。
そ
の
「
整
備
・
運

営
事
業
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
改
善
要
求
措
置
要
領
」
を
取

り
上
げ
て
合
理
性
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
注
3
）。

　

本
事
例
は
、
施
設
整
備
・
維
持
管
理
業
務
要
求
水
準
書

で
施
設
整
備
と
維
持
管
理
に
関
す
る
要
求
が
、
運
営
業
務

要
求
水
準
書
で
運
営
に
関
す
る
要
求
が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
、

要
領
で
は
罰
則
点
と
減
額
の
仕
組
み
が
提
示
さ
れ
た
。

（
1
）施
設
整
備
の
性
能
規
定
仕
様
書

　

本
事
例
の
施
設
整
備
・
維
持
管
理
業
務
要
求
水
準
書
に

は
、
施
設
に
要
求
す
る
基
本
性
能
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
保
安
管
理
機
能
と
し
て
は
逃
走
・
進
入
防
止
、

暴
動
へ
の
拡
大
防
止
、
破
壊
防
止
、
通
謀
防
止
、
放
火
・

失
火
防
止
、
自
殺
・
自
傷
防
止
と
い
っ
た
機
能
を
持
っ
た

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

事
業
者
は
当
該
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
設
計
し
、
整
備
を

完
了
す
れ
ば
、
要
求
そ
の
も
の
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

（
2
）性
能
規
定
と
維
持
管
理
業
務

　

本
事
例
で
は
施
設
の
維
持
管
理
業
務
に
関
す
る
要
求
水

準
書
を
、
施
設
整
備
の
仕
様
書
と
同
様
に
性
能
規
定
で
記

載
し
て
い
る
。
ま
た
別
冊
の
運
営
業
務
要
求
水
準
書
に
は
、

施
設
の
維
持
管
理
業
務
以
外
の
業
務
内
容
と
し
て
総
務
、

収
容
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
警
備
、
作
業
、
教
育
、
医
療
、
分

類
事
務
支
援
の
記
載
が
あ
る
。

（
ア
）維
持
管
理
業
務
要
求
水
準
書

　

要
求
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
性
能
規
定
で
あ
る
た
め
、

施
設
を
移
譲
し
た
と
き
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
利
用
期
間
に
通
常
の
利
用
に
よ

っ
て
生
じ
る
摩
損
、
摩
滅
、
傷
み
な
ど
に
よ
る
施
設
の
機

能
低
下
が
生
じ
る
た
め
、
実
務
上
支
障
の
な
い
状
態
ま
で

の
回
復
と
い
う
条
件
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、

従
来
の
物
品
購
入
と
同
じ
モ
ノ
の
状
態
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
購
入
に
活
用
で
き
る
考
え
方

で
は
な
い
。

（
イ
）運
営
業
務
要
求
水
準
書

　

運
営
業
務
で
あ
り
、
施
設
整
備
に
関
連
し
な
い
業
務
内

容
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
性
能
規
定
で
は
な
い
。
ま
た
、

従
来
と
同
様
に
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
た
め
の
指

標
関
連
要
素
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）減
額
の
仕
組
み

　

本
事
例
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
対
価
を
減
額
す
る
た
め

に
示
さ
れ
た
「
違
約
金
」「
罰
則
点
」
の
適
用
方
法
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
評
価
基
準
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
ア
）違
約
金
の
適
用

　

事
業
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
、
要
求
水
準

な
ど
の
内
容
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
、
①
逃
走
事
故
②
暴
動
事
故
③
死
亡
ま
た
は
重
度

の
障
害
が
生
じ
る
事
故
④
火
災
⑤
受
刑
者
の
自
殺
⑥
受
刑

者
の
武
器
お
よ
び
覚
醒
剤
な
ど
の
取
得
⑦
悪
意
ま
た
は
重

大
な
過
失
に
よ
る
保
安
情
報
や
個
人
情
報
の
漏
え
い
⑧
悪

意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
報
告
義
務
違
反
⑨
合
理
的

な
理
由
の
な
い
業
務
不
履
行
─
─
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、

債
務
不
履
行
に
よ
る
違
約
金
を
支
払
う
と
さ
れ
た
。
そ
の

金
額
は
①
〜
④
、
⑧
、
⑨
が
年
度
事
業
費
の
3
％
、
そ
れ

以
外
は
同
1
％
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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（
イ
）罰
則
点
の
適
用

　

事
業
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
、
要
求
水
準

な
ど
の
内
容
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
、
罰
則
点
が
計
上
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
事
実
と
し

て
、
18
種
類
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

要
求
水
準
書
に
は
建
築
物
点
検
保
守
、
建
築
設
備
運
転

監
視
、
修
繕
、
総
務
、
収
容
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
警
備
、
作

業
、
教
育
、
医
療
、
分
類
事
務
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
18
の
事
実
に

し
か
罰
則
点
が
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
大
半
の
業
務

で
罰
則
点
が
適
用
さ
れ
な
い
の
と
同
義
で
あ
り
、
指
標
連

動
と
は
言
え
な
い
。

　

例
え
ば
収
容
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
は
給
食
、
衣
類
・
寝
具

の
提
供
、
清
掃
、
購
買
、
理
容
・
美
容
、
職
員
食
堂
運
営
、

食
器
・
雑
具
・
日
常
必
需
品
の
給
貸
与
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
罰
則
点
が
適
用
さ
れ
る
主

な
事
実
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
食
事
の
未
提
供

と
食
中
毒
の
発
生
と
い
う
2
種
類
の
み
で
あ
る
。

（
4
）要
求
水
準
書
と
減
額
適
用

　

事
業
者
は
性
能
規
定
に
よ
っ
て
施
設
整
備
を
要
求
さ
れ

る
。
保
安
関
連
の
施
設
整
備
と
し
て
「
収
容
居
室
」「
保

護
室
」
で
は
、
自
殺
・
自
傷
防
止
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
収
容
居
室
」
で
要
求
さ
れ
て
い

る
の
は
、
容
易
に
自
殺
・
自
傷
で
き
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
で
あ
る
。「
保
護
室
」
で
は
、
①
木
製
な
ど
の
比
較
的

柔
ら
か
い
壁
仕
上
げ
材
を
採
用
す
る
②
什じ

ゅ
う
き器

・
備
品
は
設

置
し
な
い
③
露
出
配
管
・
配
線
を
な
く
す
④
突
起
部
分
を

な
く
す
⑤
ひ
も
掛
か
り
を
な
く
す
⑥
床
埋
め
込
み
便
器
・

手
洗
い
器
を
採
用
す
る
⑦
部
材
・
機
器
な
ど
が
容
易
に
取

り
外
し
で
き
な
い
─
─
な
ど
、
具
体
的
な
イ
ン
プ
ッ
ト
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
営
業
務
要
求
水
準
書
で
求
め
ら
れ
て
い
る
中

央
監
視
シ
ス
テ
ム
関
連
の
業
務
内
容
は
、
①
監
視
カ
メ
ラ

に
よ
る
監
視
②
事
故
発
生
時
の
映
像
の
録
画
③
す
べ
て
の

受
刑
者
お
よ
び
保
安
区
域
内
へ
の
入
場
者
の
位
置
情
報
の

管
理
④
各
種
警
報
装
置
の
集
中
管
理
と
連
絡
事
項
の
迅
速

な
伝
達
─
─
で
あ
る
。
業
務
水
準
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
位
置
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
運
営
で
あ
り
、

逃
走
、
自
殺
、
暴
行
、
騒そ
う
じ
ょ
う擾、

火
災
と
い
っ
た
保
安
事
故

が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
国
の
職
員
に
連
絡
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
施
設
調
達
型
P
F
I
で
民
間
委
託
し
て
い

る
概
要
は
、
施
設
整
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
遂
行
で
あ
る
。
そ

の
た
め
事
業
者
が
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
対
価
は
、
施
設
整

備
費
と
要
求
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
金
で
あ
る
。

発
注
者
が
要
求
し
た
施
設
の
性
能
規
定
を
満
た
し
た
上
で
、

要
求
水
準
書
の
通
り
に
保
安
事
故
を
直
ち
に
国
の
職
員
に

連
絡
し
さ
え
す
れ
ば
、
保
安
事
故
が
発
生
し
た
と
し
て
も

サ
ー
ビ
ス
対
価
は
全
額
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

逃
走
、
自
殺
、
暴
行
、
騒
擾
，
火
災
と
い
っ
た
保
安
事

故
の
発
生
は
、
性
能
規
定
を
満
た
し
た
設
備
を
整
備
し
、

要
求
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
も
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
た
と
え
「
事
業
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
場
合
の

み
」
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い
た
と
し
て
も
、
施
設
整
備

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
直
接
の
関
連
性
が
な
い
、
こ
れ
ら
事

故
の
発
生
を
起
因
と
し
て
、
年
度
事
業
費
の
1
％
ま
た
は

3
％
を
違
約
金
と
し
て
減
額
す
る
こ
と
に
事
業
者
は
合
意

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

5
．契
約
上
の
修
繕

　

B
O
T
方
式
の
場
合
、
選
定
事
業
者
が
施
設
を
所
有
し
、

そ
の
修
繕
も
行
う
と
す
る
こ
と
で
、
事
業
期
間
中
の
建
物

の
修
繕
費
用
を
あ
ら
か
じ
め
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
平

準
化
し
、
支
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
同
様
、
合
理
性
に
欠
け
て

い
る
。

　

本
事
例
に
お
い
て
、
実
質
的
な
施
設
の
所
有
権
は
既
に

管
理
者
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
保
守
は

事
業
者
の
費
用
で
行
う
旨
の
記
載
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

点
検
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者
が
勝
手
に

施
設
の
修
繕
や
更
新
の
内
容
を
決
め
て
よ
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
管
理
者
が
所
有
す
る
施
設
に
対
す
る
維
持

管
理
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
は
「
善

良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
」
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お

い
て
は
、
施
設
の
修
繕
に
関
す
る
責
任
が
取
れ
る
立
場
に

な
い
。
実
際
に
修
繕
や
更
新
を
行
う
た
め
に
は
、
国
の
承

諾
や
確
認
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
管
理
者
が
実
質
的
に
所

有
権
を
有
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
修
繕
・
更
新
に
承
諾
・
確
認
が
要
求
さ
れ
る
と
、

事
業
者
は
そ
の
コ
ス
ト
算
定
が
で
き
な
く
な
り
、
コ
ス
ト

変
動
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
修
繕

費
の
予
測
が
で
き
な
い
中
で
入
札
価
格
を
決
め
よ
う
と
す

る
と
、
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
が
乗
っ
た
価
格
に
な
っ
て
し
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ま
う
。
こ
れ
は
コ
ス
ト
の

最
適
化
と
い
う
観
点
か
ら

見
る
と
問
題
で
あ
る
。

　

一
方
で
事
業
者
の
中
に

は
、
落
札
す
る
た
め
に
価

格
を
抑
制
す
る
戦
略
を
取

り
、
最
低
限
の
修
繕
や
保

守
し
か
行
わ
な
い
こ
と
を

前
提
に
、
後
々
に
生
じ
る

ト
ラ
ブ
ル
も
覚
悟
し
て
不

明
確
な
要
求
に
対
す
る
価

格
は
見
積
も
り
に
含
め
ず
、

入
札
額
を
抑
え
る
者
が
出

て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
コ
ス
ト
が
下
が
っ
た
と

し
て
も
、
後
々
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

6
．期
待
さ
れ
る

　
　
　
今
後
の
議
論

　

経
済
活
性
化
の
た
め
に

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
先

進
的
な
P
P
P
・
P
F
I

事
業
の
検
討
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス

へ
の
転
換
が
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
A
a
S
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス

調
達
型
P
F
I
が
も
っ
と
脚
光
を
浴
び
て
よ
い
は
ず
だ
。

英
国
の
P
F
I
事
業
は
A
a
S
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
日
本
で
の
導
入
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
が
A
a
S

事
業
を
実
施
す
る
際
の
留
意
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ

つ
、
わ
が
国
の
施
設
調
達
型
P
F
I
に
は
適
用
で
き
な
い

も
の
が
多
い
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
）施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
上
の
整
合
性

　

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
は
、
う
ま
く
活
用
す
る
と
①

財
政
健
全
化
と
資
金
繰
り
（Cash Flow

）
改
善
を
両
立

で
き
る
②
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
仕
様
書
が
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の

活
用
を
活
性
化
さ
せ
る
③
適
切
な
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
品
質

を
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
確
約
）
で
き
る
─
─
と
い
う
三
つ

の
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
手
法
で
あ
る
。
施
設
調
達
型
に
す

る
と
、
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
き
て
こ
な
い
。

　

英
国
で
導
入
さ
れ
た
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ

施
設
（Infrastructure as a Service

）
を
調
達
す
る

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
施
設
調
達
型

に
転
換
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
表
3
の
よ
う
な

影
響
や
課
題
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
は
、
具
体
的
に
は
公
共
投
資

を
民
間
投
資
に
切
り
替
え
、
合
意
し
た
レ
ベ
ル
で
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
、
合
意
し
た
サ
ー
ビ
ス
料
金
を

支
払
う
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
形
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
従
来
の

調
達
と
同
様
、
モ
ノ
の
購
入
に
し
て
し
ま
う
と
消
失
す
る
。

表3　サービス調達型PFI活用の利点に対し、施設調達型PFIが及ぼす影響と課題

財政健全化と
資金繰り
（Cash Flow）
改善を両立
できる

1）利用したサービス分の支払い
によりCash Flowを改善

2）主な支払いはサービス料金
3）サービス購入によるリース資
産と確定債務のオフバランス
シート

1）施設整備費を割賦払いにすることでCash 
Flowを改善

2）サービス対価にモノの支払額とサービス料金
が混在

3）建設費がリース資産と確定債務の計上になる
ため、財政が悪化【課題1】

サービスレベ
ル仕様書が民
間ノウハウ活
用を活性化さ
せる

1）アウトプット仕様書を規定す
ることによって、それを満た
す事業提案の幅を広げた

2）提案内容が異なっても、達成
するサービスレベルが同一で
あるため、公平性と競争性を
確保した

1）性能規定でのインプット仕様書による施設の
バリエーションは民間ノウハウの活用

2）一方でサービスレベル設定が困難なため、す
べての要求水準に指標設定は不要とした。そ
の結果、異なった民間ノウハウを比較するた
めのサービスレベルがなくなり、バリエーシ
ョンの幅が制限された【課題2】

出典：筆者作成

適切な価格で
サービス品質
をコミットメ
ントできる

1）品質に連動した支払いを可能
とするサービス料金

2）DBFOで施設を整備すること
により、実質的な所有者は民
間事業者であるため、サービ
ス料金で投資回収する

3）民間投資による施設修繕や再
投資を含めた見積もりが行わ
れ、適切なサービス価格の設
定ができる

1）施設整備費とサービス料金を別々に合意した
ため、指標連動できる部分が制限された

2）名目的な施設所有権に基づきBOT方式にだ
け、サービス対価全体を指標と連動させる仕
組みにしたが、サービスの品質をコミットす
る減額の仕組みになっていない【課題3】

3）修繕や再投資を実質的な所有権を持っていな
い事業者に委ねる仕組みは、プレミアム価格
が乗った入札価格につながり、適切な価格設
定を困難にする【課題4】

PFIの利点 サービス調達型PFI 施設調達型PFI
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施
設
調
達
型
P
F
I
で
は
、
結
果
的
に
次
の
よ
う
な
課

題
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
課
題
1
】
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
う
ち
、
施
設
整
備
費
分
は

建
設
費
で
あ
る
た
め
、
リ
ー
ス
資
産
と
債
務
を
計
上
す
る

必
要
が
あ
る
。
従
来
通
り
の
施
設
整
備
を
目
的
と
す
る
と

債
務
を
増
や
し
、
財
政
を
圧
迫
す
る
。

【
課
題
2
】
性
能
規
定
で
は
サ
ー
ビ
ス
指
標
の
設
定
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
要
求
水
準
に
指
標
を
設
定
し

な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
活
用

し
た
競
争
に
は
「
異
な
っ
た
提
案
を
比
較
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
の
設
定
」
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
い
た

め
に
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
が
フ
ル
活
用
で
き
な
い
。

【
課
題
3
】
サ
ー
ビ
ス
指
標
が
設
定
で
き
な
い
た
め
、
品

質
と
支
払
い
が
連
動
で
き
ず
、
事
業
者
の
品
質
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
が
成
立
し
な
い
。

【
課
題
4
】
実
質
的
な
所
有
権
を
持
た
な
い
者
に
修
繕
費

を
負
担
さ
せ
る
ル
ー
ル
に
よ
り
、
コ
ス
ト
変
動
リ
ス
ク
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
入
札
価
格
と
な
っ
て
し
ま
い
、
適
正

価
格
の
設
定
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）論
点
整
理

　

日
本
の
P
F
I
事
業
は
英
国
か
ら
取
り
入
れ
た
入
札
手

法
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
A
a
S
の
考
え
方
を
採
用
せ
ず
、

従
来
通
り
の
契
約
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
A
a
S
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
は
ず
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
施
設
調
達
型
と
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
の
違
い
を
明

確
に
し
な
い
ま
ま
、
英
国
で
導
入
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
調
達

型
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
論
理
破
綻
す
る
部
分
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

　

「
本
考
え
方
」
は
指
標
連
動
方
式
の
論
点
整
理
で
あ
り
、

今
後
の
議
論
や
実
務
の
蓄
積
を
踏
ま
え
る
と
の
こ
と
な
の

で
、
こ
こ
で
示
し
た
よ
う
な
英
国
と
日
本
で
導
入
さ
れ
た

調
達
の
仕
組
み
の
違
い
や
、
そ
れ
に
起
因
し
た
性
能
規
定

と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
規
定
の
違
い
が
及
ぼ
す
影
響
を
、
新
た

な
論
点
と
し
て
提
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
論
点
を
協
議
・
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
指
標
連
動

方
式
に
限
ら
ず
、
P
F
I
事
業
の
進
め
方
に
関
す
る
今
後

の
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
施
設
調
達
型
は
も
ろ

刃
の
剣
で
あ
り
、
行
政
コ
ス
ト
は
削
減
で
き
る
も
の
の
、

経
済
活
動
の
収
縮
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
点
も
、

重
要
な
論
点
の
一
つ
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）サ
ー
ビ
ス
調
達
の
ス
ス
メ

　

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
先
進
的
な
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
を
活
用
し
、
前
述
し
た
論
点
と
課
題
を
解
決
す
る

事
例
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
P
F
I
の
導
入
に
よ
っ
て
本

来
得
ら
れ
る
利
点
で
あ
る
①
必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
と

財
政
健
全
化
の
両
立
②
公
共
事
業
へ
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の

積
極
的
な
活
用
③
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
基
づ
い

た
品
質
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
─
─
を
享
受
で
き
る
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
、
自
治
体
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
。

　

自
治
体
が
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
た
め
に
は
、
先

進
事
例
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
を
導
入
し
、
新

た
な
民
間
投
資
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
A
a
S

ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方
を
活
用
し
た
新
た
な
公
共
関
連
の
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
整
備
と
運
営
委
託
を
組
み
合
わ
せ
、
行
政

コ
ス
ト
を
削
減
し
た
従
来
の
施
設
調
達
型
P
F
I
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
た
施
設
も
多
く
あ
る
が
、
A
a
S
と
し
て

P
F
I
を
利
用
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
公
共

施
設
の
「
整
備
」
で
は
な
く
、
公
共
施
設
の
「
A
a
S

化
」
で
あ
る
。

　

注
1
＝
内
閣
府
サ
イ
ト
「
令
和
4
年
度　

指
標
連
動
方

式
に
関
す
る
説
明
会
」

　

https://w
w
w
8.cao.go.jp/pfi/pfi_jouhou/

sem
inar/shihyourendou_index.htm

l

　

注
2
＝
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
無
形
性
（Intangibility

）

②
非
均
一
性
（H

eterogeneity

）
③
生
産
と
消
費
の
不

可
分
性
（Inseparability

）
④
消
滅
性
（Perishability

）

─
─
と
い
う
四
つ
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
第
1
回
参
照
。

　

注
3
＝
法
務
省
サ
イ
ト
「
美
祢
社
会
復
帰
促
進
支
援
セ

ン
タ
ー
整
備
・
運
営
事
業
」

　

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/kyousei1/kyousei_

pfi_m
ine_00002.htm

l
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